




































































ンガー＆R. マクダーモット＆W. M. スナイダー、櫻井祐子訳 2008; 33）であり、その一つに「性教協」
が該当することを検証した。
　第４章では、『季刊セクシュアリティ』の実践報告を読み解くことによって性教育に関して教師がど
のような学びを展開しているのかを明らかにしていった。その結果、以下の５点の学びの様相が浮かび
193
優秀修士論文概要
上がってきた。
①児童・生徒の反応や発言によって教師自らの行為の中に潜むバイアスへの気づきやそれを乗り越える
ための実践への志向といった学びの展開が見られた。
②教師同士、あるいは教職員集団での相互作用といった実践コミュニティにおいて、困難を乗り越える
ために自らの実践の意義を再確認したり、性について学び直し理論的な強化を行ったりすることによ
る学びがあることが明らかになった。
③サークルやコミュニティへの関わりからそのコミュニティに共有されている資源に刺激を受けたり、
そのコミュニティに所属するメンバーとのやりとりや姿勢から実践を編み出したり、自らの既成概念
が揺さぶられたりといった学びを展開していることが明らかになった。
④実践コミュニティを通して当事者との出会いがあり、そこで当事者の経験や考えに触れたりやりとり
をしたりする中で、教師自身の価値観の問い直しや揺さぶりが起き、学びを深めようと対話をしたり
知識を得たりする姿勢が学びのあり方として明らかになった。
⑤授業実践、外部での発表や報告をきっかけとして授業や発表を作り上げる過程で自らが無知であった
こと、そしてそれは今までに学ぶ機会や場がなかったからであると認識し学びを深めていく姿勢が学
びとして見られた。また、自らの実践を振り返りから、物足りなさを感じ、次への実践の方向性を導
いていたり、改めてこのような性教育が大切であるといった性教育観を再認識したりといった営みが
見られた。
４．結　論
　本研究の目的は、性教育実践コミュニティに支えられている教師の学びはどのように展開されている
かについて明らかにすることであった。
　性教育を実践している教師の学びは自身の価値観や姿勢を問い直し、実践を振り返りながら展開され
てきた。これらは、決して教師一人で成し得たものではなく、実践コミュニティにおける相互作用が影
響している。このことから、実践コミュニティは教師の学びを促し、支える役割を担っていたことが分
かった。
　今後は、コミュニティに属するそれぞれの関係性や相互作用を整理し、その構造や学びの展開を詳細
に描き出すことや特定の教師に焦点を当てて学びの過程を丁寧に検討していくことが課題である。
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